第1章　在日ブラジル人の概観
　第１節　在日ブラジル人の増加の背景
在日ブラジル人の増加の発端は、1989年の出入国管理及び難民認定法（以下、入管法　翌1990年施行）改正である。この改正によって、日系人に対して「定住者」の枠が設けられ、日系三世まで「長期滞在査証（三年間の査証）」が与えられることになった。以降、ブラジル人外国人登録者数は年々増加し、1991年には11,933人（登録者全体の9.8％）であったが、2007年には316,967人（登録者全体の14.7％）へと16年間で3倍ほど増加している。とりわけ、「定住者」は148,528人と多く、中国、韓国・朝鮮をおさえてトップである。（図1）（法務省入国管理局　登録外国人統計）このことから1989年の入管法の改正は、日本へ来る日系人の増加を生み出した一因であると言えるだろう。(図２)
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また、来日したブラジル人の定住化、長期滞在化も多くなっている。嶺井（2001）は在日ブラジル人の定住化、長期滞在化について以下のように述べている。「1990年代に増大した日系ブラジル人やペルー人は、日本経済が先行き不透明の中で、そして日本国内でのブラジル人コミュニティーが様々な面で充実し環境整備されて来る中で、帰国の判断が難しくなり滞在年数が長期化して来ている」


　第２節　在日ブラジル人の居住の地域性
在日ブラジル人居住の分布には大きな偏りがある。図３は外国人登録者数第1位大阪府大阪市の国籍別分布のグラフと、外国人登録者数第3位の静岡県浜松市の国籍別分布グラフである。2つのグラフを比較すると、大阪市の場合は中国人、韓国・朝鮮人が多いが、浜松市の場合はブラジル人人口が圧倒的に多いことがわかる。

このような偏りが起こる原因の一つは、在日ブラジル人多住地域に共通して存在する工場での労働の需要である。彼らは、自動車などの製造業関連の大企業とその下請け企業が多く立地する地域に多く集住している。
このことから、在日ブラジル人の諸問題は「地域性」のある問題だと言えよう。そのため、在日ブラジル人に対する施策は各地域の実状に合わせたものを行う必要がある。
図１


出典：法務省2007年度「登録外国人統計」





図２


出典　外務省「在日ブラジル人に関するデータ」


http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/latinamerica/kaigi/brazil/data.html





図３　出典：法務省2007年度「登録外国人統計」





























